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安全のために
ソニーの製品は正しく使用すれば事故が起きないように、
安全には充分配慮して設計されています。しかし、電気
製品はまちがった使いかたをすると、火災や感電などに
より死亡や大けがなど人身事故につながることがあり、
危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
4 ～ 10 ページの注意事項をよくお読みください。製品全
般の安全上の注意事項が記されています。
11 ページの「使用上のご注意」もあわせてお読みくださ
い。

定期点検をする
長期間安全に使用していただくために、定期点検を実施
することをおすすめします。点検の内容や費用について
は、ソニーのサービス窓口にご相談ください。

故障したら使わない
すぐに、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご
連絡ください。

万一、異常が起きたら

a 電源を切ります。
b 電源コードや接続ケーブルを抜きます。
c お買い上げ店またはソニーのサービス窓口までご相談
ください。

• 煙が出たら
• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、キャビネットを破損したと
きは

警告表示の意味
この取扱説明書および製品では、次のような表示
をしています。表示の内容をよく理解してから本
文をお読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがなど人身事故につながるこ
とがあります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他
の事故によりけがをしたり周辺の物品に損害を与
えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
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 4 警告

3P-2P変換アダプターを使用しな
い
3P の電源プラグを 2Pに変換するアダプ
ターは確実な接地・接続ができないため、
感電の原因となります。

油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場
所では設置・使用しない
上記のような場所に設置すると、火災や感
電の原因となります。
取扱説明書に記されている使用条件以外の
環境での使用は、火災や感電の原因となり
ます。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原
因となることがあります。
• 設置時に、製品と壁やラック、棚などの
間に、はさみ込まない。

• 電源コードを加工したり、傷つけたりし
ない。

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしな
い。

• 熱器具に近づけたり、加熱したりしない。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを
持って抜く。
万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ
店またはソニーのサービス窓口に交換をご
依頼ください。

電源コードのプラグおよびコネク
ターは突きあたるまで差し込む
まっすぐに突きあたるまで差し込まないと、
火災や感電の原因となります。

内部を開けない
内部には電圧の高い部分があり、キャビ
ネットや裏ぶたを開けたり改造したりする
と、火災や感電の原因となることがありま
す。内部の調整や設定、点検、修理はお買
い上げ店またはソニーのサービス窓口にご
依頼ください。

通気孔をふさがない
通気孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災
や故障の原因となることがあります。風通
しをよくするために次の項目をお守りくだ
さい。
• 壁から 10cm以上離して設置する。
• 密閉された狭い場所に押し込めない。
• 毛足の長い敷物（じゅうたんや布団など）
の上に設置しない。

• 布などで包まない。
• あお向けや横倒し、逆さまにしない。

ファンエラー、温度エラーが起きた
まま使用しない
本機でファンエラー、温度エラーが発生す
ると画面にエラーメッセージが表示されま
す。エラーが発生したまま使用し続けると、
内部に熱がこもり火災の原因になることが
あります。ソニーのサービス窓口にご連絡
ください。
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DC IN端子に規格以外の入力電圧
をかけない
DC IN 端子に規格以外の入力電圧をかける
と火災や感電の原因となることがあります。

表示された電源電圧で使用する
製品の表示と異なる電源電圧で使用すると、
火災や感電の原因となります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となる
ことがあります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに電
源を切り、電源コードや接続コードを抜い
て、お買い上げ店またはソニーのサービス
窓口にご相談ください。

設置は専門の工事業者に依頼する
設置については、必ずソニーのサービス窓
口にご相談ください。
アーム、壁面、天井などへの設置は、本機
と取り付け金具を含む重量に充分耐えられ
る強度があることをお確かめください。充
分な強度がないと、落下して、大けがの原
因となります。
また、1年に 1度は、取り付けがゆるんで
ないことを点検してください。

不安定な場所に設置しない
ぐらついた台の上や傾いたところに設置す
ると、倒れたり落ちたりしてケガの原因と
なることがあります。
また、設置・取り付け場所の強度を充分に
お確かめください。

指定された電源ケーブル、接続ケー
ブルを使う
この取扱説明書に記されている電源ケーブ
ル、接続ケーブル、ACアダプターを使わ
ないと、火災や故障の原因となることがあ
ります。

コード類は正しく配置する
電源コードや接続ケーブルは、足に引っか
けると本機の落下や転倒などによりけがの
原因となることがあります。
充分注意して接続・配置してください。

直射日光の当たる場所や熱器具の近
くに設置・保管しない
内部の温度が上がり、火災や故障の原因と
なることがあります。

ぬれた手で電源プラグをさわらない
ぬれた手で電源プラグを抜き差しすると、
感電の原因となることがあります。

接続の際は電源を切る
電源コードや接続コードを接続するときは、
電源を切ってください。感電や故障の原因
となることがあります。

お手入れの際は、電源を切って電源
プラグを抜く
電源を接続したままお手入れをすると、感
電の原因となることがあります。

移動の際は電源コードや接続コード
を抜く
コード類を接続したまま本機を移動させる
と、コードに傷がついて火災や感電の原因
となることがあります。

定期的に内部の掃除を依頼する
長い間、掃除をしないと内部にホコリがた
まり、火災や感電の原因となることがあり
ます。1年に 1 度は、内部の掃除をソニー
のサービス窓口にご依頼ください（有料）。
特に、湿気の多くなる梅雨の前に掃除をす
ると、より効果的です。
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その他の安全上のご注意

警告
主電源を切断するには、電源プラグを抜いてください。
設置の際には、容易にアクセスできる固定配線内に専用
遮断装置を設けるか、使用中に容易に抜き差しできる、
機器に近いコンセントに電源プラグを接続してください。 
電源プラグを抜くことが困難な場所にME機器を設置し
ないでください。
万一、異常が起きた際には、専用遮断装置を切るか、電
源プラグを抜いてください。
機器を水滴のかかる場所に置かないでください。また水
の入った物、花瓶などを機器の上に置かないでください。

本機の幅および奥行きより広いところに設置してくださ
い。
本機が設置面からはみだしていると、本機が傾いたり転
倒することにより、けがの原因となることがあります。

マウントアーム、壁、天井への設置については、ソニー
のサービス窓口にお問い合わせください。

医療環境で使用するため
の重要なお知らせ

1. 本機に接続する全ての機器は、安全規格の IEC60601-
1、IEC60950-1、IEC60065、あるいは機器に適用でき
る他の IEC/ISO規格等に従って承認または適合してい
るものをご使用ください。

2. さらにシステム全体として IEC60601-1-1 規格に適合し
ていなければなりません。信号入力部分あるいは信号
出力部分に接続する全ての周辺機器が医療用のシステ
ムとして構成されるため、システム全体として
IEC60601-1-1 の規格要求に適合する責任があります。
疑義がある場合には、ソニーの営業担当にご相談くだ
さい。

3. 他の機器と接続すると、漏れ電流を増加させる可能性
があります。

4. この特定の機器のために、すべての周辺機器は上記の
ように接続し、IEC60601-1 の構造要求と最小基礎絶縁
を備えている追加した絶縁トランス経由で商用電源に
接続してください。

5. この機器は無線周波エネルギーを発生、利用しており、
周囲に放射する可能性があります。取扱説明書に従っ
て設置、使用されない場合、他の機器に対して電磁波
障害を引き起こすかも知れません。この機器が電磁波
障害を起こす場合は（この機器から電源コードのプラ
グを抜くことにより確認できます）、以下の方法を試し
てください。
電磁波障害を受けている機器に対して、この機器を移
動してください。この機器と電磁波障害を受けている
機器を異なる電源系統のコンセントに接続してくださ
い。

ソニーの営業担当にご相談ください。
（適合規格：IEC60601-1-2 と CISPR11、Class B、Group1）

グラフィックシンボルの説明

取扱説明書参照
本機にこのマークがある箇所は、本取扱説明
書の指示にしたがってご使用ください。

このシンボルは製造業者を表し、隣接して製
造業者名と住所が併記されます。

このシンボルは、欧州共同体における代表者
を表し、隣接して欧州共同体における代表者
の名称と住所が併記されます。

このシンボルは、システムの各部分を同じ電
位にするための、等電位端子を示しています。
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医療環境で使用するためのEMCに関する重要なお知
らせ

• LMD-2765MD/LMD-2760MD は、EMCに関し特別に注意する必要があり、取扱説明書中で提供される EMC情報に従って
設置および使用する必要があります。

• 携帯型および移動型の無線通信機器は LMD-2765MD/LMD-2760MD に影響を与えることがあります。

警告
ソニー株式会社によって指定されたもの以外のアクセサリーやケーブルを使用すると、LMD-2765MD/LMD-2760MD のエ
ミッション（電磁妨害の放射）増加やイミュニティ（電磁妨害の耐性）低下を招くことがあります。

警告
LMD-2765MD/LMD-2760MD を他の機器と隣接または積み重ねて使用する場合には、その使用構成で正常に動作している
ことを確認する必要があります。

指針および製造業者の宣言－電磁エミッション
LMD-2765MD/LMD-2760MD は、下記に規定した電磁環境での使用を意図しています。
お客様または LMD-2765MD/LMD-2760MD の使用者は、それが次の環境で使用されることを確認してください。
エミッション試験 適合性 電磁環境－指針

無線周波エミッション

CISPR 11
グループ 1

LMD-2765MD/LMD-2760MD は、内部機能のためだけに無線周波エネルギーを使
用しています。そのため、無線周波エミッションは非常に低く、近傍の電子機器を
妨害することは、ほぼありません。

無線周波エミッション

CISPR 11
クラス B

LMD-2765MD/LMD-2760MD は、家庭および家庭用に使用される建物に給電する
公共の低電圧配電網に直接接続されている建造物を含むすべての建造物での使用に
適しています。

電源高調波エミッション
 
IEC 61000-3-2

クラス D

電圧変動 /
フリッカ　エミッション

IEC 61000-3-3

適合する



医療環境で使用するための EMCに関する重要なお知らせ 8

指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
LMD-2765MD/LMD-2760MD は、下記の電磁環境での使用を意図しています。お客様またはLMD-2765MD/LMD-
2760MD の使用者は、それが下記の環境で使用されることを確認してください。

イミュニティ 試験
IEC 60601
試験レベル

適合性レベル 電磁環境－指針

静電気放電 (ESD)

IEC 61000-4-2

± 6 kV 接触

± 8 kV 気中

± 6 kV 接触

± 8 kV 気中

床材は木材、コンクリートまたは陶製タ
イルとしてください。床材が合成物質で
覆われている場合、相対湿度が、少なく
とも30％以上であることを条件とします。 

電気的ファストトラン
ジェント（高速過渡現
象）/ バースト

IEC 61000-4-4

± 2 kV 対電源線

± 1 kV 対入出力線

± 2 kV 対電源線

± 1 kV 対入出力線

電源の品質は、典型的な商用または病院
環境のものを利用してください。

サージ

IEC 61000-4-5

± 1 kV 線間

± 2 kV 線 - アース間

± 1 kV 差動モード

± 2 kV コモンモード

電源の品質は、典型的な商用または病院
環境のものを利用してください。

電源入力ラインでの電
圧ディップ、瞬停、お
よび電圧変動

IEC 61000-4-11

< 5 % UT

(> 95 % ディップ、 UT時 )
0.5 サイクルの間

40 % UT

(60 % ディップ、 UT時 )
5 サイクルの間

70 % UT

(30 % ディップ、 UT時 )
25 サイクルの間

< 5 % UT

(> 95  % ディップ、 UT時 )
5 秒間

< 5 % UT

(> 95 % ディップ、 UT時 )
0.5 サイクルの間

40 % UT

(60 % ディップ、 UT時 )
5 サイクルの間

70 % UT

(30 % ディップ、 UT時 )
25 サイクルの間

< 5 % UT

(> 95  % ディップ、 UT時 )
5 秒間

電源の品質は、典型的な商用または病院
環境のものを利用してください。
LMD-2765MD/LMD-2760MD の使用者が、
停電中も継続して運用することが必要な
場合は、無停電電源装置またはバッテ
リーから LMD-2765MD/LMD-2760MDに
電源供給することを推奨します。

電源周波数
(50/60 Hz)
磁界

IEC 61000-4-8

3 A/m 3 A/m 電源周波数磁界は、典型的な商用または
病院環境内の典型的な場所での特性レベ
ルである必要があります。

備考 : UT は、試験レベルを加える前の交流電源電圧です。
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指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
LMD-2765MD/LMD-2760MD は、下記の電磁環境での使用を意図しています。お客様またはLMD-2765MD/LMD-
2760MD の使用者は、下記の環境で使用されることを確認してください。

イミュニティ試験
IEC 60601 
試験レベル

適合性レベル 電磁環境－指針

伝導性妨害

IEC 61000-4-6

放射無線周波電磁界

IEC 61000-4-3

3 Vrms

150 kHz ～ 80 MHz

3 V/m

80 MHz ～ 2.5 GHz

3 Vrms

3 V/m

携帯型および移動型の無線通信機器は、ケーブルを含む LMD-
2765MD/LMD-2760MD のどの部分に対しても、無線通信機器
の周波数に対応した式から計算された推奨分離距離以下に近づ
けて使用しないでください。

推奨分離距離

d = 1.2 

d = 1.2  80 MHz ～ 800 MHz

d = 2.3  800 MHz ～ 2.5 GHz

ここで Pは送信機器メーカーによる送信機の最大出力定格を表
し単位はワット (W)、dは推奨分離距離で単位はメートル (m) で
す。

固定の無線送信機からの電磁界強度は電磁気の現地調査aに
よって決定されますが、これは各周波数範囲bにおいて適合レ
ベル未満である必要があります。

次の記号が表示された機器の近くでは、干渉が生じる可能性が
あります。

備考 1: 80 MHz および 800 MHz においては、高い方の周波数範囲を適用します。

備考 2: これらの指針は、すべての状況に適用するとは限りません。
電磁気の伝搬は、建物、物体および人体による吸収や反射の影響を受けます。

a 固定の無線送信機、例えば、無線（携帯 /コードレス）電話基地局および陸上移動局、アマチュア無線、AM および
FM ラジオ放送およびTV 放送からの電磁界強度は、理論上、正確には予測することはできません。固定の無線送信機
に起因する電磁環境を評価するために、電磁気の現地調査を考慮する必要があります。LMD-2765MD/LMD-2760MD 
が使用される測定電磁界強度が適用される上記の無線適合性レベルを超える場合、LMD-2765MD/LMD-2760MD が正
常に動作していることを確認してください。もし異常な動作が観測される場合、LMD-2765MD/LMD-2760MD の向き
や場所を変えるといった追加措置が必要となることがあります。

b 周波数範囲が 150 kHz ～ 80 MHz において、電界強度は 3 V/m 未満である必要があります。
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注意
本製品またはアクセサリーを廃棄するときは、関連した地域または国の法律、および関連した病院の規則にしたがって実施
されなければなりません。

携帯型および移動型の無線通信機器と、LMD-2765MD/LMD-2760MD との間の推奨分離距離
LMD-2765MD/LMD-2760MD は、放射無線妨害が制御される電磁環境内での使用を意図されています。お客様または
LMD-2765MD/LMD-2760MD の使用者は、携帯型および移動型の無線通信機器（送信機）と LMD-2765MD/LMD-
2760MD の最小距離を維持することによって、電磁干渉を防ぐことができます。最小距離は、下記に推奨されるように、
通信機器の最大出力に従ってください。

送信機の最大定格出力
W

送信機の周波数による分離距離
m

150 kHz ～ 80 MHz
d = 1.2 

80 MHz ～ 800 MHz
d = 1.2 

800 MHz ～ 2.5 GHz
d = 2.3 

0.01 0.12 0.12 0.23
0.1 0.38 0.38 0.73
1 1.2 1.2 2.3
10 3.8 3.8 7.3
100 12 12 23 

上記に記載されていない最大出力定格の送信機については、推奨分離距離 d（単位：メートル (m)）は、送信機の周波数に
適用される式を使用して決定できます。ここで P（単位：ワット (W)）は送信機の最大出力定格であり、送信機器メー
カーにより指定されたものになります。

備考 1: 80 MHz および 800 MHz においては、高い方の周波数範囲の分離距離を適用します。

備考 2: これらの指針は、すべての状況に適用するとは限りません。
電磁気の伝搬は、建物、物体および人体による吸収や反射の影響を受けます。
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使用上のご注意

使用・設置場所について
次のような場所での使用・設置はお避けください。
• 異常に高温になる場所
• 直射日光の当たる場所、熱器具の近く
変形したり、故障したりすることがあります。

• 激しい振動のある場所
• 強力な磁気のある場所

本機使用についての安全上のご注意
• 映像の視聴中に目の疲労、疲れ、気分が悪くなるなどの
不快な症状が出ることがあります。映像を視聴するとき
は、定期的に休憩をとることをおすすめします。必要な
休憩の長さや頻度は個人によって異なりますので、ご自
身でご判断ください。不快な症状が出たときは、回復す
るまで映像の視聴をやめ、必要に応じて専門の医師にご
相談ください。

• 不快な症状が出やすくなる可能性がありますので、ゆれ
の激しい環境での使用や、歩いたり運動しながらの使用
はしないでください。

• また、医療機器に接続してご使用される場合は、「本機
とその他の医療機器との接続上のご注意」をご覧くださ
い。

本機とその他の医療機器との接続上
のご注意
• 医療行為において本機をご使用する前に、目の疲労、疲
れ、気分が悪くなるなど医療行為の妨げとなるような症
状が発生しないことの確認を必ず行ってください。

• 医療行為の妨げとなるような症状が発生した場合または
その恐れがある場合は本機のご使用をお控えください。

• 一般的に、映像のゆれ・早い動き、映像の焦点位置、被
写体と撮影部分の距離、画面内において使用者が注視す
る箇所、その他本機に入力される映像の状態、または、
使用者の健康状態などの要因によって、目の疲労、疲
れ、気分が悪くなるなどの症状が出やすくなる可能性が
あります。

• 医療行為を開始する前に、接続した機器の映像が本機に
正しく表示されていることを確認してください。

電気メスなどの機器との同時使用に
ついて
本機と電気メスなどの機器を同時に使用する場合、当該
機器から生じる強い電磁波又は電圧の影響のため、使用
中に、画乱れ、画がゆがむ、その他本機が正常に動作し
なくなる可能性がありますが、故障ではありません。
強い電磁波又は電圧を発生する機器と同時に使用する場
合には、予めその影響を確認し、影響を受けにくい場所
に設置するか、使用を取りやめてください。

複数台使用のお勧め
モニターが故障する場合を考え、人や財産の安全性に関
わる用途や緊急かつ確実な映像再現が求められる用途で
ご使用の際は複数台のモニターを使用されるか、もしく
は代替機を準備されることを強くお勧めします。

電源接続について
付属の電源コードをお使いください。

液晶画面について
• 液晶画面を太陽にむけたままにすると、液晶画面を傷め
てしまいます。窓際や室外に置くときなどはご注意くだ
さい。

• 液晶画面を強く押したり、ひっかいたり、上にものを置
いたりしないでください。画面にムラが出たり、液晶パ
ネルの故障の原因になります。

• 寒い所でご使用になると、画像が尾を引いて見えたり、
画面が暗く見えたりすることがありますが、故障ではあ
りません。温度が上がると元に戻ります。

• 使用中に画面やキャビネットがあたたかくなることがあ
りますが、故障ではありません。

長時間の使用について
固定された画像または静止画などの長時間連続表示や、
高温環境下で連続運用した場合、液晶パネルの特性上、
残像や焼き付き、しみ、すじ、輝度低下などを発生する
ことがあります。

特に、アスペクト変更などで表示エリアよりも狭いサイ
ズで表示し続けた場合、パネル劣化の進行が早まる恐れ
があります。
静止画などの長時間連続表示、または密閉された空間や
空調機器の吹き出し口付近など高温多湿環境下における
連続運用を避けてください。
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モニター使用時に輝度を少し下げたり、モニター未使用
時に電源を切ったりするなどして、上記のような現象を
未然に防ぐことをおすすめします。

焼き付きについて
一般に、液晶パネルは、焼き付きが起こることがありま
す。画面内の同じ位置に変化しない画像の表示を続けた
り、くり返し表示したりすると、焼き付いた画面を元に
戻せなくなります。

長時間の表示で焼き付きが発生しやすい画像
• 画面縦横比 16:9 以外のマスク処理された画像
• カラーバーや長時間静止した画像
• 設定や動作状態を示す文字やメッセージなどの表示

焼き付きを軽減するには
• 文字表示を消す
MENUボタンを押して、文字表示を消します。接続し
た機器の文字表示を消すには、接続した機器を操作して
ください。詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧
ください。

• 電源をこまめに切る
長時間使用しないときは、電源を切ってください。

液晶画面の輝点・滅点について 
本機の LCD（液晶）パネルは有効画素 99.99% 以上の非常
に精密度の高い技術で作られていますが、画面上に黒い
点が現れたり（画素欠け）、常時点灯している輝点（赤、
青、緑など）や滅点がある場合があります。また、LCD
（液晶）パネルの特性上、長期間ご使用の間に画素欠けが
生じることもあります。これらの現象は故障ではありま
せんので、ご了承の上本機をお使いください。

ファンエラーについて
本機には冷却用ファンが内蔵されています。画面にファ
ンエラー警告が出た場合は、電源を切りお買い上げ店、
またはソニーのサービス窓口にご連絡ください。

温度エラーについて
本機を高温環境などで使用し内部の温度が上昇した場合、
画面に温度エラー警告が表示され、その後バックライト
が消灯します。温度エラーが出た場合はソニーのサービ
ス窓口にご連絡ください。

結露について
本機を寒いところから急に暖かいところに持ち込んだと
きなど、機器表面や内部に水滴がつくことがあります。
これを結露といいます。結露が起きたときは電源を切り、
結露がなくなるまで放置し、結露がなくなってからご使
用ください。結露時のご使用は機器の故障の原因となる
場合があります。

お手入れのしかた
お手入れをする前に、必ず電源プラグをコンセントから
抜いてください。

モニターのお手入れについて
医療用液晶モニターの前面保護板は消毒を前提とした素
材が使用されていますが、保護板表面には、光の反射を
防止するため、特殊な表面処理を施してあります。保護
板表面／本体表面の汚れをベンジンやシンナー、酸性洗
浄液、アルカリ性洗浄液、研磨剤入り洗浄剤、化学ぞう
きんなどで拭くと性能を損なったり、表面の仕上げを傷
めたりすることがありますので、以下のことをお守りく
ださい。
• 清掃は50～70v/v%濃度のイソプロピルアルコールまた
は 76.9 ～ 81.4v/v%濃度のエタノールで保護板表面／本
体表面を清拭法で清掃してください。
なお、保護板表面を拭くときは、軽くなでる程度にして
ください。（拭き取り力の目安は 1 N以下です。）

• 汚れがひどいときは、クリーニングクロスなどの柔らか
い布に水で薄めた中性洗剤を少し含ませて拭きとった
後、上記薬液を用いて清拭法で清掃してください。
ベンジンやシンナー、酸性洗浄液、アルカリ性洗浄液、
研磨剤入り洗浄剤、化学ぞうきんなどは保護板表面／本
体表面を傷めますので、清掃や消毒には絶対に使用しな
いでください。

• 布にゴミが付着したまま強く拭かないでください。保護
板表面／本体表面に傷が付くことがあります。

• 保護板表面／本体表面にゴムやビニール製品を長時間接
触させないでください。変質したり、塗装がはげたりす
ることがあります。

搬送について
• 運ぶときは、画面の下部を両手でしっかり持ってくださ
い。落としたりするとけがや故障の原因となることがあ
ります。

• 修理や引っ越しなどで本機を運ぶ場合は、本機用の箱と
クッションを使用してください。
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廃棄するときは
一般の廃棄物と一緒にしないでください。
ごみ廃棄場で処分されるごみの中にモニターを捨てない
でください。

本機の特長
アメリカ、カナダ、ヨーロッパの医療用の
安全規格を取得
IEC 60601-1 の他、アメリカ、カナダ、ヨーロッパの製品
安全規格を取得したモニターです。シートスイッチや画
面保護パネルなど、医療分野での使用を考慮した設計で
す。

高輝度・高解像度 Full HD パネル
Full HD（1920 × 1080 ドット）の高解像度パネルと最大
800 nit（typ）（D65 色温度において）の高輝度・超広視野
角技術により、さまざまな照明環境や使用形態（天吊り・
壁掛け・画像監視のため複数台の使用など）でお使いい
ただけます。また、色再現範囲の広いカラーフィルター
や高速に反応する液晶材料を採用したことにより、ビデ
オ信号の動画像もより鮮明に再現されます。

A.I.M.E. (Advanced Image Multiple 
Enhancer) 機能
コントラストや色を調整し、映像をより鮮明にする機能
です。コントラストと色はそれぞれ独立に強度を調整す
ることができます。
A.I.M.E. はソニーの商標登録です。
注意：A.I.M.E. には臨床的な有効性は確認されていませ
ん。

画面保護パネル

オプティコントラストパネル
液晶画面と画面保護パネル間の空気層を貼合樹脂で充填
した“オプティコントラスト”構造を採用しています。
空気層をなくすことで乱反射やコントラスト低下を防ぎ
ます。また、環境による急激な温度変化によって生じる
結露等を防ぐことができます。

コントロールパネル
術中頻繁に作業される機能をモニター前面部に配置した
ボタンに割り付けています。また、ボタンの発光色・発
光状態でナビゲーションすることによって、操作性に優
れたユーザーインターフェイスとなっています。
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各部の名称と働き

前面パネル

a 電源インジケーター
電源が入ると緑色に点灯します。

b  CONTROLボタン
前面パネルの操作ボタンを表示させたり、消したりする
ことができます。
メニューの種類により項目の選択を行います。

c OSDメニュー操作ボタン
 MENUボタン

メニューを表示したり表示を消したりするときに使いま
す。
押すとメニューが表示され、もう一度押すと消えます。

V/v/B/bボタン
項目および設定値を選択するときに使います。

d カスタムボタン
割り当てられた機能をオン／オフすることができます。
または、割り当てられた機能を B/bボタンで調整するこ
とができます。（27、28 ページ参照）

工場出荷時は次の設定になっています。
CUSTOM 1：ブライトネス
CUSTOM 2：コントラスト
CUSTOM 3：フリップ

e  A.I.M.E. ボタン
A.I.M.E. 機能のオフ、オン、チェックモードを選択するこ
とができます。
* A.I.M.E.：映像をより鮮明にします。

f 2画面設定ボタン
 PIP/POP：2画面表示をするとき、または 2画面表示

モードを切り換えるときに使います
 SWAP：親画面と子画面を入れ換えるときに使います

g 入力選択ボタン
 PORT A：PORT A に割り当てられた入力映像を表

示します。PORT A の入力映像が表示されているときは、
PORT A に割り当てる入力端子を選択するメニューを表
示します。
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 PORT B：PORT B に割り当てられた入力映像を表示
します。PORT B の入力映像が表示されているときは、
PORT B に割り当てる入力端子を選択するメニューを表
示します。

h （電源）スイッチ
側を押すと電源が入ります。  側を押すと、スタンバイ
状態になります。
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入力信号と調整・設定項目

○：調整・設定できる項目
×：調整・設定できない項目

*1 SD信号受像時のみ画面に反映されます。
*2 HD信号受像時のみ画面に反映されます。
*3 PC 信号受像時は、設定値は変更できますが、画面には反映されません。
*4 PC 信号受像時は、RGBを選択する必要があります。
*5 白黒信号受像時は、設定値は変更できますが、画面には反映されません。

項目

入力信号

LMD-2765MDのみ
DVI-D

SDI
（33ページ
参照）

VIDEO　S VIDEO
（33ページ参照）

HD15

ビデオ YC 白黒

ビデオ
（33ページ参照）

PC
（34ページ参

照）

RGB ビデオ
（33ページ参

照）

PC
（34、35
ページ参照）

コンポーネ
ント

RGB

コントラスト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブライトネス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クロマ ○ × *5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フェーズ ○ × *5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

色温度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ACC ○ × *5 × × × × × ×

CTI ○ × *5 × × × × × ×

シャープネスV ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シャープネスH ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NTSC セットアップ ○ (NTSC) ○ (480/60I) × × × × × ×

SDスキャンサイズ ○ ○ ○ *1 ○ *1 × *3 ○ *1 × *3 ○ *1

HD スキャンサイズ × × ○ *2 ○ *2 × *3 ○ *2 × *3 ○ *2

ガンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SDアスペクト ○ ○ ○ *1 ○ *1 × *3 ○ *1 × *3 ○ *1

白黒表示 ○ × *5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

APA × × × × ○ × × ×

シフトH/ シフトV × × × × ○ × × ×

ドットピッチ × × × × ○ × × ×

ドットフェーズ × × × × ○ × × ×

同期検知 × × ○ ○ × *3 × × ×

RGB レンジ × × × × × ○ ○ ×

A.I.M.E. × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

フリップパターン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

RGB/YPbPr × × ○ ○ ○ *4 × × ×
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後面 /底面パネル

a （等電位）端子
等電位プラグを接続します。

b  DC 24V IN端子
同梱のACアダプターのDCコネクターをつなぎます。

c  5V 端子
5Vの電圧を出力する端子です。外部機器を接続できま
す。

d  VIDEO 入力端子（BNC型）（LMD-2765MD
のみ）

コンポジット信号の入力端子です。

e  S VIDEO入力端子（4ピンミニDIN）（LMD-
2765MDのみ）

Y/C信号の入力端子です。

f  SERIAL REMOTE RS-232C端子（D-sub 9 ピ
ン、凹）

接続された外部機器からコントロールコマンドを送るこ
とで、モニターの操作を行うことができます。

g SDI 入出力端子（BNC型）
1 端子、 2 端子

シリアルデジタルコンポーネント信号の入力端子です。

1 端子
シリアルデジタルコンポーネント信号のアクティブス
ルー出力端子です。 1 端子に入力した信号が出力されま
す。

ご注意

出力は電源が入っているときに出力されます。電源が
入っていない状態では出力されません。

h DVI-D入出力端子（DVI-D）
1 端子、 2 端子

DVI Rev.1.0 準拠のデジタル信号の入力端子です。
1 端子

DVI のデジタル信号のアクティブスルー出力端子です。
1 端子に入力した信号が出力されます。

また、HDCPで保護された信号は出力されません。
* HDCP（High-bandwidth Digital Content Protection）は、
デジタル映像信号の暗号化技術を使用した著作権保護技
術です。

ご注意

出力は電源が入っているときに出力されます。電源が
入っていない状態では出力されません。

i  HD15入力端子（D-sub 15 ピン、凹）（LMD-
2765MDのみ）

プラグアンドプレイ（Plug & Play）機能はDDC2B に対
応しています。
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j  SERIAL REMOTE端子（RJ-45型）
10BASE-T/100BASE-TXの LANケーブル（シールドタ
イプ、別売）でネットワークのLAN (10/100）端子に接続
します。

注意

• 安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持
つ可能性があるコネクターをこの端子に接続しないでく
ださい。
接続については本書の指示に従ってください。

• 別売の LANケーブルご使用の際は、輻射ノイズによる
誤動作を防ぐため、シールドタイプのケーブルを使用し
てください。

• ネットワークの使用環境により、接続速度に差が生じる
ことがあります。本機は 10BASE-T/100BASE-TX の通
信速度や通信品質を保証するものではありません。

SERIAL REMOTE コネクターの端子と患者を同時にさわ
らないでください。
本機の故障時に患者に悪影響を与える電圧が発生する可
能性があります。
コネクターの抜き差しは必ず電源コードを外した状態で
行って下さい。

この機器のコネクターは絶縁されておりません。
ご使用にあたっては、IEC60601-1 に適合した機器以外の
接続は禁止します。
交流電源で動作する IT機器やAV機器を接続されると、
接続した機器から漏洩電流が流入し、患者や操作者に対
して感電の危険があります。
やむを得ずご使用になる場合は、IT機器やAV機器側の
電源に絶縁トランスを接続して絶縁を行うか、接続ケー
ブル間にアイソレーターを接続し絶縁を行う事により、
システムとして IEC60601-1 に適合出来るレベルに感電の
リスクが充分低減されている事を確認してからご使用下
さい。

電源の接続

1 AC 電源コードをAC アダプターのAC INソケットに
差し込む。

2  スイッチを  側に押し本機をスタンバイ状態
にしてから、DC コネクターを本機後面のDC 24V IN 
端子にロックするまで差し込む。

電源コードを外すには
 スイッチを  側に押し本機をスタンバイ状態にし

てから、AC電源コードをACアダプターから抜きます。
次に本機からDCコネクターを抜きます。

注意

警告

AC IN 端子

AC 電源コード
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端子カバーの取り外し

この端子を使うときは、以下のように端子カバーを取り
外してください。
端子カバーを取り外す前に必ず電源ケーブルを抜いてく
ださい。

1 ねじ２ヶ所を緩める。

2 矢印のように、端子カバーを持ち上げてから、取り
外す。

3 ねじ 2本を外し、ケーブルクランプを取り外す。

4 接続ケーブルをケーブルクランプ内に収まるように
してケーブルクランプを取り付ける。

5 端子カバーを取り付ける。

本機は端子カバーを取り付けた状態で防滴規格に適合し
ています（31 ページ参照）。
端子カバーを外したまま使用すると防滴性能の保証がで
きませんのでご注意ください。

初期設定

はじめてお使いになるときはお使いになる地域の選択と、
使用する言語の設定を行ってください。
地域を選択すると、メニュー内の各項目がお使いの地域
に合った値に設定されます。その後、使用する言語の設
定を行ってください。

使用する地域を設定するには

1 電源を入れる。

地域選択画面が表示されます。

注意

クランプ

3

3

4

5

3

1

2

色温度 NTSC セット
アップ

North America D65 7.5

Latin America - Argentina D65 0

Latin America - Paraguay D65 0

Latin America - Uruguay D65 0

Latin America - Other D65 7.5

Africa, Australasia
Europe, Middle-East D65 0

Asia Except Japan - NTSC D65 7.5

Asia Except Japan - PAL D65 0

Japan D93 0

1

2

3

4

5
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2 CONTROLボタンを押す。

3 Vまたは vボタンを押して、本機をお使いになる地域
を選び、bボタンを押す。

確認画面が表示されたら、Bまたは bボタンでYes
を選択し、CONTROLボタンを押す。

4 Asia Except Japan を選ぶ場合
下の地図でグレーに色付けされた、日本以外の地
域でお使いの場合は、Asia Except Japan - NTSC
を選んでください。
他の地域でお使いの場合は、Asia Except Japan - 
PAL を選んでください。

4 地域選択画面が消えて、自動的にメニュー内の各項
目が、選択した地域に合った値に設定されます。

ご注意

地域を間違えて設定した場合は、メニューを使い以下の
項目を変更してください。
• 色温度（23 ページ）
• NTSC セットアップ（24 ページ）
設定値については「使用する地域を設定するには」 （19
ページ）をご覧ください。

使用する言語を設定するには
メニュー画面やメッセージの表示言語を 7言語（English、
中文、日本語、Italiano、Español、Deutsch、Français）
の中から選ぶことができます。
メニューの言語は「English（英語）」に初期設定されてい
ます。

1 電源を入れる。
地域選択画面にて本機をお使いになる地域の選択を
行う。（19 ページ参照）

2 言語設定画面が表示されます。

3 Vまたは vボタンを押して、言語を選び、bボタンを
押す。
確認画面が表示されたら、Bまたは bボタンでYes
を選択し、CONTROLボタンを押す。

表示言語を変更するには
本機をお使いになる地域を選択し、言語の設定後、表示
言語切り替えるには、こちらをご覧ください。

1 MENUボタンを押す。
メニュー選択画面が表示されます。
現在選択されているメニューが青色で表示されます。

2 V/vボタンを押して「システム設定」を選ぶ。
「システム設定」メニューが表示されます。選択され
ているタブが青色で表示されます。

3 B/bボタンを押して「OSD設定」タブを選ぶ。
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「OSD設定」メニューが表示されます。

4 V/vボタンを押して「言語」を選ぶ。
選んだ項目が青色で表示されます。

5 B/bボタンを押して表示させたい言語を選ぶ。
画面表示が選んだ言語に切り換わります。

メニュー画面を消すには
MENUボタンを押します。
約 1分間操作をしないとメニューは自動的に消えます。

メニューの操作方法

本機では、画質調整や入力信号の設定、初期設定の変更
など、各種調整や設定をメニュー画面で行います。
表示言語を変えるには、「表示言語を変更するには」 （20
ページ）をご覧ください。

1 CONTROLボタンを押す。
操作ボタンが表示されます。

2 MENUボタンを押す。
メニュー選択画面が表示されます。
現在選択されているメニューが青色で表示されます。

3 V/vボタンを押してメニューを選ぶ。
bまたはCONTROLボタンを押すと、選んだメ
ニューの画面が表示され、選択されているタブの設
定項目が表示されます。



メニューを使った調整 22

4 B/bボタンを押してタブを選ぶ。
選んだタブが青色で表示され、そのタブの設定項目
が表示されます。

5 項目を選ぶ。
V/vボタンを押して設定項目を選ぶ。
変更する項目が青色で表示されます。

6 設定項目の調整や設定をする。
数値を変更する項目の場合：
数値を大きくするときは、bボタンを押します。
数値を小さくするときは、Bボタンを押します。
設定を選ぶ場合：
B/bボタンを押して設定を選ぶ。

参考

コントロールロックがオンに設定されている場合、
設定変更ができません。
コントロールロックについて詳しくは、26 ページを
ご覧ください。

設定値の記憶について
設定値は自動的に記憶されます。
ただし、A.I.M.E. のみ電源OFFにすると設定値は「オフ」
になります。

コントロールナビゲーションについて
本機の操作ボタンは状態によって下記のように点灯しま
す。
白点灯：操作可能な状態です。
緑点灯：機能が動作している状態です。
消灯：操作できません。

メニューを使った調整

項目一覧
本機のスクリーンメニューは次のような構成になってい
ます。

色調調整
ガンマ
フェーズ
クロマ
ブライトネス
コントラスト
A.I.M.E.
A.I.M.E. ストラクチャー
A.I.M.E. カラー
色温度
ゲイン R オフセット
ゲイン G オフセット
ゲイン B オフセット
バイアス R オフセット
バイアス G オフセット
バイアス B オフセット
白黒表示
シャープネス H
シャープネス V
RGBレンジ

（以下は、LMD-2765MDのみ）
RGB/YPbPr
同期検知
ACC
CTI
NTSCセットアップ

スクリーン設定
HD スキャンサイズ
SD スキャンサイズ
フリップパターン
SDアスペクト

（以下は、LMD-2765MDのみ）
APA
シフトH
シフトV
ドットフェーズ
ドットピッチ
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PIP/POP
切り出しサイズ
子画面位置
パターンスキップ

入力端子設定
Port A 端子選択
Port B 端子選択
入力端子名称
入力端子自動切替（LMD-2760MDのみ）
電源供給
HDCP設定

システム設定
コントロールロック
OSD設定
起動時設定
パワーセーブ
シリアルリモート
イーサーネット設定
カスタムボタン
パネル表示

初期設定
言語
Port A 端子選択
Port B 端子選択
パターンスキップ
PIP/POP
カスタムボタン
入力端子自動切替（LMD-2760MDのみ）

プリセット
ユーザー設定呼出し
ユーザー設定保存
ユーザー名登録
デフォルト呼出し

調整と設定

色調調整メニュー
各入力端子ごとに画質を調整するメニューです。
色温度の調整には測定器が必要です。
推奨品：コニカミノルタ社製カラーアナライザー CA-310

サブメニュー 設定

ガンマ 画像に合わせて最適な状態を、「1.8」、
「2.0」、「2.2」、「2.4」、「2.6」、「DICOM」か
ら設定します。
「DICOM」は参考用であり、診断には使え
ません。

フェーズ 色相（色合い）を調整します。設定値が大
きくなると緑がかり、小さくなると紫がか
ります。

クロマ 色の濃さを調整します。設定値が大きくな
ると濃くなり、小さくなると薄くなりま
す。

ブライトネス 明るさを調整します。

コントラスト コントラストを調整します。

A.I.M.E. A.I.M.E.* を「オフ」、「オン」、「チェック
モード」を設定します。
「チェックモード」を選ぶと、A.I.M.E. オ
フとオンの画像を左右に並べた表示になり
ます。
* A.I.M.E.：映像をより鮮明にします。

ご注意
入力端子がVIDEO、または S VIDEO に
設定されている場合、A.I.M.E. は設定でき
ません。

A.I.M.E. ストラク
チャー

コントラストの強調感を調整します。

A.I.M.E. カラー 色の強調感を調整します。

色温度 色温度を「D65」、「D93」から設定します。

ご注意
設定を変更すると、ゲイン R/G/B オフ
セットとバイアス R/G/B オフセットは０
にリセットされます。
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スクリーン設定メニュー
各入力端子ごとに画像表示の設定をするメニューです。

PIP/POPメニュー
2 画面表示のときの表示モード、および各入力端子ごとの
表示モードを設定するメニューです。

ゲイン Rオフセット
ゲイン Gオフセット
ゲイン Bオフセット

色温度を細かく調整できます。カラーバラ
ンス（ゲイン）を調整します。

バイアス Rオフセット
バイアス Gオフセット
バイアス Bオフセット

色温度を細かく調整できます。カラーバラ
ンス（バイアス）を調整します。

白黒表示 画面を白黒表示に設定します。「オフ」の
ときに通常表示、「オン」のときに白黒表
示になります。

シャープネス H 水平方向のシャープネスを調整します。設
定値が大きくなるとくっきりし、小さくな
ると柔らかになります。

シャープネス V 垂直方向のシャープネスを調整します。設
定値が大きくなるとくっきりし、小さくな
ると柔らかになります。

RGB レンジ RGB信号のレンジを設定します。
「オート」、「リミテッド」、「フル」を設定
します。「オート」の場合、ビデオ信号入
力時は「リミテッド」、PC 信号入力時は
「フル」の設定となります。

RGB/YPbPr
（LMD-2765MDのみ）

HD15 端子に入力される信号を設定しま
す。
「RGB」、「YPbPr」を設定します。

ご注意
PC 信号を表示するには「RGB」を選択し
ます。

同期検知
（LMD-2765MDのみ）

入力信号の同期信号を設定します。
「オート」、「内部」、「外部」を設定します。
「オート」の場合、外部同期優先で、外部
同期がない場合、内部同期となります。

ACC
（LMD-2765MDのみ）

ACC（オートカラーコントロール）回路
の「オン」、「オフ」を設定します。

CTI
（LMD-2765MDのみ）

CTI（クロマトランジットインプルーブメ
ント）回路の「オン」、「オフ」を設定しま
す。色の解像度が低い信号を入力時、くっ
きりとした画像を出すことができます。

NTSC セットアップ
（LMD-2765MDのみ）

NTSC信号のセットアップのレベルを選択
します。
「0％」、「7.5％」を設定します。

サブメニュー 設定 サブメニュー 設定

HDスキャンサイズ HD信号表示のスキャンサイズを設定しま
す。
「オフ」、「モード 2」、「モード 3」を設定し
ます。

SDスキャンサイズ SD信号表示のスキャンサイズを設定しま
す。
「オフ」、「モード 1」を設定します。

フリップパターン 映像表示のフリップパターンを設定しま
す。
「オフ」、「ローテーション」、「ミラー」を
設定します。

SDアスペクト SD信号表示のアスペクト比を設定します。
「4：3」、「16：9」を設定します。

APA
（LMD-2765MDのみ）

アナログのコンピューター信号表示時に自
動的にくっきり見える位置を得たいときに
設定します。
APAは、入力信号によっては正常に終了
しないことがあります。その際は「ドット
フェーズ」と「ドットピッチ」を調整して
ください。

シフトH
（LMD-2765MDのみ）

アナログのコンピューター信号表示時に画
像の水平位置を調整します。設定値が大き
くなると右に、小さくなると左に移動しま
す

シフトV
（LMD-2765MDのみ）

アナログのコンピューター信号表示時に画
像の垂直位置を調整します。設定値が大き
くなると上に、小さくなると下に移動しま
す

ドットフェーズ
（LMD-2765MDのみ）

アナログのコンピューター信号表示時に位
相を調整します。APAを調整した後さら
に画像をくっきりさせたい場合に調整しま
す。

ドットピッチ
（LMD-2765MDのみ）

アナログのコンピューター信号表示時に画
像の左側を固定したまま、水平方向の画面
の大きさを調整します。設定値が大きくな
ると画面の幅が広がり、小さくなると画面
の幅が小さくなります。
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入力端子設定メニュー

サブメニュー 設定

切り出しサイズ 2画面モードのときにHD信号の切り出し
サイズを各ポートごとに設定します。
「ノーマル」、「4:3」、「5:4」を設定します。

子画面位置

PIP

POP

2 画面モード（PIP）の子画面表示位置を
設定します。
「左下」、「左上」、「右上」、「右下」を設定
します。

2画面モード（POP）の子画面表示位置を
設定します。
「右」、「左」を設定します。

パターンスキップ 2画面モード時に前面パネルの PIP/POP
ボタンを押して表示パターンを切り換える
ときにスキップさせるパターンを設定しま
す。
PIP1/PIP2/POP1/POP2 のパターンに対し
て「スキップしない」、「スキップする」を
設定します。

サブメニュー 設定

Port A 端子選択 PORT A ボタンを押して入力信号を切り
換えるときにスキップさせる入力端子を設
定します。
SDI、DVI-D、HD15*、VIDEO*、S-
VIDEO* の入力端子に対して「スキップし
ない」、「スキップする」を設定します。
* LMD-2765MDのみ

Port B 端子選択 PORT B ボタンを押して入力信号を切り換
えるときにスキップさせる入力端子を設定
します。
SDI、DVI-D、HD15*、VIDEO*、S-
VIDEO* の入力端子に対して「スキップし
ない」、「スキップする」を設定します。
* LMD-2765MDのみ

入力端子名称 各入力端子に対して名称を設定します。
SDI、DVI-D、HD15*、VIDEO*、S-
VIDEO* の入力端子に対して名称を設定し
ます。
* LMD-2765MDのみ
･ 内視鏡
･ 腹腔鏡
･ 超音波
･ レコーダー
･ プリンター
･ PACS
･ C アーム
･ ルームカメラ
･ 術野カメラ
･ 顕微鏡
･ 生体情報機器

入力端子自動切替
（LMD-2760MDのみ）

入力信号の自動検出の設定をします。

「オン」、「オフ」を設定します。
･ オン：入力端子に信号を入力すると、
自動的に端子切り替えを行います。

･ オフ：入力端子自動切り替え機能は動
作しません。

ご注意
入力端子自動切り替えについて
･「入力端子自動切替」が「オン」の時、
全ての入力端子に信号の入力が無い状
態で、下記のいずれかの端子に信号が
入力されると、信号を検出し、画面に
表示します。

･ - SDI 1
- SDI 2
- DVI-D 1
- DVI-D 2
上記のいずれかの端子に信号が入力さ
れている場合、上記のいずれかの別の
端子に信号が入力されても、自動切り
替え機能は動作しません。

･ 信号が入力された端子に「スキップす
る」が設定されている場合も、信号を
画面に表示します。

･ 2 画面表示の時は、検出された信号を親
画面に表示します。

･ メニュー表示時に信号を検出した場合、
メニューは非表示になります。

電源供給 DVI 入力端子の外部 5V 電源を出力すると

きは「オン」に設定します。出力しないと

きは「オフ」に設定します。

サブメニュー 設定
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システム設定メニュー

HDCP 設定 DVI-D  1 端子に入力された信号の
HDCP 設定を行います。
･ 有効
HDCP で保護された信号を使用する場
合に設定します。

･ 無効
HDCP で保護されていない信号を使用
する場合に設定します。HDCP で保護
されていない信号で HDCP 設定を「無
効」にした場合のみ、DVI-D  1 端
子から信号が出力されます。

ご注意

HDCP で保護された信号でHDCP 設定を
「無効」に設定すると、画面に映像が表示
されません。
* HDCP（High-bandwidth Digital 
Content Protection）は、デジタル映像
信号の暗号化技術を使用した著作権保
護技術です。

サブメニュー 設定

コントロールロック

コントロールロック

ロックモード

コントロールパネルの操作を制限する場合
に設定します。制限しない場合は「オフ」
を、制限する場合は「オン」を設定しま
す。

コントロールパネルの操作を制限する範囲
を設定します。「メニュー」、「メニュー＆
ボタン」を設定します。「コントロール
ロック」が「オン」のとき有効です。

サブメニュー 設定

OSD 設定

メニュー位置

ステータス表示

言語

OSDメニューの表示位置を設定します。
「右下」、「左下」、「中央」、「左上」、「右上」
を設定します。

選択ポート、フリップパターン、入力端子
名、信号フォーマット、PIP/POP モード
表示、A.I.M.E. 表示、操作ロック表示が表
示されます。

･ オート：ステータス表示の内容が変化
したとき 3秒間だけ表示されます。

･ オン：常時表示されます。
･ オフ：表示されません。

ご注意
･「オート」または「オフ」の場合でもフ
リップパターンは表示されます。

･  信号フォーマットについては、無信号
と非対応信号の表示をご覧ください。

メニュー表示やメッセージの表示言語を下
記から選択できます。
･ English：英語
･ 中文：中国語
･ 日本語：日本語
･ Italiano：イタリア語
･ Español：スペイン語
･ Deutsch：ドイツ語
･ Français：フランス語

サブメニュー 設定

選択ポート 入力端子名 操作ロック表示

信号フォーマット

A.I.M.E. 表示PIP/POP
モード表示

フリップパ
ターン

入力 信号フォー
マット表示

無信号 無信号

非対応信号
（DVI-D 以外）

不明

非対応信号
（DVI-D）

Out of Range
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初期設定メニュー
初期設定値を設定するメニューです。

起動時設定

起動モード

ロゴ表示

起動時に設定されるデータを下記項目から
設定します。
･ ラスト：前回電源OFF時の設定が反映
されます。

･ デフォルト設定：デフォルト値が反映
されます。

･ ユーザー 1～ 20：選択されているユー
ザー登録プリセットの設定が反映され
ます。

起動時のロゴ表示の「オン - 5 秒」、
「オン - 10 秒」、「オフ」を設定します。

パワーセーブ

省電力モード

スリープモード

省電力モードを下記 2モードから選択でき
ます。
･ オフ：省電力モードオフにします。
･ オン：バックライトの輝度を暗くしま
す。

スリープモードのオン、オフを設定しま
す。「オン」に設定すると、選択されてい
る入力端子に信号が入力されない状態が 1
分以上続くとバックライトをオフして節電
モードになります。

シリアルリモート 使用するモードを選択します。
･ オフ：シリアルリモートは機能しませ
ん。

･ RS-232C：RS-232C のコマンドでモニ
ターをコントロールします。

･ イーサネット：イーサーネットのコマ
ンドでモニターをコントロールします。

イーサネット設定 イーサネットの設定を行います。
IP アドレス：IP アドレスを設定します。
サブネットマスク：サブネットマスクを設
定します。
デフォルトゲートウェイ：デフォルトゲー
トウェイの「オン」、「オフ」を設定しま
す。
アドレス : デフォルトゲートウェイを設定
します。
保存：確定された設定を保存、反映しま
す。
キャンセル：確定された設定を変更前に戻
します。

サブメニュー 設定

カスタムボタン 前面のコントロールパネルの CUSTOM 1、
CUSTOM 2、CUSTOM 3 ボタンに機能を
割り付けオン、オフすることができます。
割り付けられる機能は下記のとおりです。
･ 未設定
･ スキャンサイズ
･ フリップ
･ POP 子画面位置
･ APA
･ ガンマ
･ 白黒表示
･ フェーズ
･ クロマ
･ ブライトネス
･ コントラスト

パネル表示

バックライト 画面の明るさを調整します。設定値が大き
くなると明るく、小さくなると暗くなりま
す。

サブメニュー 設定

言語 メニュー表示やメッセージの表示言語を下
記から選択できます。
･ English：英語
･ 中文：中国語
･ 日本語：日本語
･ Italiano：イタリア語
･ Español：スペイン語
･ Deutsch：ドイツ語
･ Français：フランス語

Port A 端子選択 PORT A ボタンを押して入力信号を切り
換えるときにスキップさせる入力端子を設
定します。
SDI、DVI-D、HD15*、VIDEO*、S-
VIDEO* の入力端子に対して「スキップし
ない」、「スキップする」、を設定します。
* LMD-2765MDのみ

サブメニュー 設定
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プリセットメニュー
ユーザー 1～ 20 のプリセット設定をするメニューです。Port B 端子選択 PORT B ボタンを押して入力信号を切り換

えるときにスキップさせる入力端子を設定
します。
SDI、DVI-D、HD15*、VIDEO*、S-
VIDEO* の入力端子に対して「スキップし
ない」、「スキップする」、を設定します。
* LMD-2765MDのみ

パターンスキップ 2画面モード時に前面ボタンを押して表示
パターンを切り換えるときにスキップさせ
るパターンを設定します。
PIP1/PIP2/POP1/POP2 のパターンに対し
て「スキップしない」、「スキップする」、
を設定します。

PIP/POP

PIP 子画面位置

POP子画面位置

ポートA/ ポート B 
HD切り出しサイズ

2画面モード（PIP）の子画面表示位置を
設定します。
「左下」、「左上」、「右上」、「右下」を設定
します。

2画面モード（POP）の子画面表示位置を
設定します。
「左」、「右」を設定します。

2画面モードのときに HD信号の切り出し
サイズを各ポートごとに設定します。

カスタムボタン 前面のコントロールパネルの CUSTOM 1、
CUSTOM 2、CUSTOM 3 ボタンに機能を
割り付けオン、オフすることができます。
割り付けられる機能は下記のとおりです。
･ 未設定
･ スキャンサイズ
･ フリップ
･ POP 子画面位置
･ APA
･ ガンマ
･ 白黒表示
･ フェーズ
･ クロマ
･ ブライトネス
･ コントラスト

入力端子自動切替
(LMD-2760MDのみ）

･ オン
入力端子に信号を入力すると、自動的
に端子切替を行います。

･ オフ
入力端子自動切替機能は動作しません。
詳しくは、25 ページをご覧ください。

サブメニュー 設定

サブメニュー 設定

ユーザー設定呼出し User 1 ～ 20 に設定されている設定データ
を呼び出します。

ユーザー設定保存 現在設定されているデータをUser 1 ～ 20
に保存します。

ユーザー名登録 User 1 ～ 20 にユーザー名を登録します。

デフォルト呼出し デフォルト値を呼び出します。
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故障かな？と思ったら

お買い上げ店などにご相談いただく前に、次の事項をご
確認ください。
• 画面が緑色や紫色になる t HD15 が選択されている場
合、RGB/YPbPr の選択を正しく行ってください。

• 操作ボタンを押しても操作できない  t コントロール
ロックが働いています。コントロールロックメニューで
コントロールロックの設定をオフに切り替えてくださ
い。

• 画面の上下に黒い帯が出る  t 信号のアスペクト比と
パネルのアスペクト比が異なるときは、上下に黒い帯が
出ますが、故障ではありません。

• 画面に映像が表示されない  t HD15 に PC信号を入力
している場合は、RGB/YPbPr で RGBを選択してくだ
さい。

• ファンの音がする  t 本機を高温環境で使用した際に
は、機内温度を下げるためにファンが動作し、ファンの
音が聞こえますが故障ではありません。

• DVI-D信号の映像が表示されない  t DVI-D 1 端子
にHDCPで保護された信号を入力している際は、
HDCP設定を「無効」に設定していると映像が画面に
表示されません。HDCP設定を「有効」に設定してく
ださい。

エラーメッセージ一覧

画面に次のようなメッセージが表示された場合は、電源
を切りお買い上げ店、またはソニーのサービス窓口にご
連絡ください。

エラーメッセージ 意味

ファンエラー ファンに不具合が発生しました。

温度エラー 本機の温度が上昇しました。しばらくすると
バックライトが消灯します。
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保証書とアフターサービ
ス

保証書
• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上
げの際お受け取りください。

• 所定事項の記載内容をお確かめのうえ、大切に保存して
ください。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付保証書の「ソニー業務用商品
相談窓口のご案内」にあるソニーのサービス窓口にご相
談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有
料修理をさせていただきます。

主な仕様

画像系
LCDパネル a-Si TFT アクティブマトリクス
有効画素率 99.99%
視野角（パネルの仕様）

89°/89°/89°/89°(typical)（上／下／
左／右、 コントラスト >10:1）

有効表示画面 597.9 × 336.3、686.0 mm（幅×高さ、対
角）

解像度 水平 1,920 ドット、垂直 1,080 ライン
アスペクト比 16 : 9

入出力系
入力
VIDEO入力（NTSC/PAL）
（LMD-2765MDのみ） BNC型（1）

1 Vp-p ± 3 dB負同期
S-VIDEO入力 4ピンミニDIN（1）
（LMD-2765MDのみ） Y: 1 Vp-p ± 3 dB 負同期

C: 0.286 Vp-p ± 3 dB（NTSC バー
スト信号レベル）
0.3 Vp-p ± 3 dB（PAL バースト
信号レベル）

HD15 入力端子
（LMD-2765MDのみ） D-sub 15 ピン（1）

R/G/B：0.7 Vp-p、正極性
（Sync On Green 0.3 Vp-p 負同
期）
同期信号：0.3 Vp-p - 4.0 Vp-p（極
性自由、水平／垂直分離同期信
号）
プラグアンドプレイ機能：DDC2B
対応

DVI-D 入力端子 DVI-D 端子（2）
TMDS シングルリンク

SDI 入力 BNC 型（2）
リモート入力

シリアルリモート
D-sub 9 ピン（RS-232C）（1）
RJ-45 モジュラーコネクター
（ETHERNET）（1）

DC IN 端子 DC 24V

出力 
SDI 出力端子
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BNC型（1）
アクティブスルー

DVI 出力端子　 DVI-D 端子（1）
アクティブスルー

DC 5V OUT　 丸型ピン（凹）（1）

その他
電源 LCDモニター

DC IN: 24 V 4.1 A (AC アダプター
から供給 )
ACアダプター (AC-120MD)
AC IN: 100 V、50/60 Hz、2.5 A
DC OUT: 24 V、6.25 A

消費電力 最大約 102 W
動作条件
温度 0 ℃～ 35 ℃
推奨使用温度 20 ℃～ 30 ℃
湿度 30%～ 85%以下 ( 結露のないこ

と )
気圧 700 hPa ～ 1060 hPa
保存・輸送条件
温度 － 20 ℃～＋ 60 ℃
湿度 0%～ 90%
気圧 700 hPa ～ 1060 hPa
付属品 ACアダプター（AC-120MD）(1)

AC 電源コード (1)
ご使用になる前に (1)
CD-ROM（取扱説明書格納） (1)
セールス会社窓口のしおり (1)
保証書 (1)

別売アクセサリー
モニタースタンド
SU-560
シグナルケーブル
SMF-405

注意

付属の電源コードは本機の専用品です。
他の機器には使用できません。

本機は 「高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品」 です。

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがありますが、ご了承ください。

安全に関する仕様
電撃に対する保護の形式：
クラス I

水の浸入に対する保護等級：
5級（前面のみ）
2級（その他の面）

水の侵入に対する保護等級は図に示す前
面が 5級、それ以外の面は 2級です。

可燃性麻酔剤の点火の危険に対する保護：
空気、酸素または亜酸化窒素と混合
した可燃性麻酔ガスが存在する環境
での使用には適していません。

作動モード：
連続

　この装置は、クラスA情報技術装置です。この装
置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ず
るよう要求されることがあります。

VCCI-A

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。
故障その他に伴う営業上の機会損失等は保証期間中お
よび保証期間経過後にかかわらず、補償はいたしかね
ますのでご了承ください。

• 本製品を使用したことによるお客様、または第三者か
らのいかなる請求についても、当社は一切の責任を負
いかねます。

• 諸事情による本製品に関連するサービスの停止、中断
について、一切の責任を負いかねます。

5級

5
級
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ピン配列

SERIAL REMOTE (RS-232C)端子
D-sub 9 ピン、凹

ピン番号 機能

1 NC

2 RX

3 TX

4 NC

5 GND

6 NC

7 NC

8 NC

9 NC

15

69
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対応信号フォーマット

アナログ信号（LMD-2765MDのみ） デジタル信号

信号フォーマット
Signal format

入力端子

VIDEO S VIDEO HD15

COMPONENT RGB

NTSC ○ ○ × ×

PAL ○ ○ × ×

480/59.94i × × ○ ○

480/60i × × ○ ○

480/60p × × ○ ○

576/50i × × ○ ○

576/50p × × ○ ○

720/59.94p × × ○ ○

720/60p × × ○ ○

720/50p × × ○ ○

1080/59.94i × × ○ ○

1080/60i × × ○ ○

1080/50i × × ○ ○

信号フォーマット
Signal format

入力端子

SDI 1
SDI 2

DVI-D 1, 
DVI-D 2

480/59.94i ○ ×

480/60p × ○

575/50i ○ ×

576/50p × ○

720/59.94p ○ ○

720/60p ○ ○

720/50p ○ ○

1080/59.94i ○ ○

1080/60i ○ ○

1080/50i ○ ○

1080/59.94p ○ ○

1080/60p ○ ○

1080/50p ○ ○
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アナログPC信号（LMD-2765MDのみ）

VESA DMT

VESA CVT

解像度 ドットクロック
[MHz]

fH
[kHz]

fV
[Hz]

同期極性

水平 垂直

640 × 480 60 Hz 25.175 31.469 59.940 負 負

800 × 600 56 Hz 36.000 35.156 56.250 正 正

800 × 600 60 Hz 40.000 37.879 60.317 正 正

800 × 600 72 Hz 50.000 48.077 72.188 正 正

800 × 600 75 Hz 49.500 46.875 75.000 正 正

800 × 600 85 Hz 56.250 53.674 85.061 正 正

1024 × 768 60 Hz 65.000 48.363 60.004 負 負

1024 × 768 70 Hz 75.000 56.476 70.069 負 負

1024 × 768 75 Hz 78.750 60.023 75.029 正 正

1024 × 768 85 Hz 94.500 68.677 84.997 正 正

1152 × 864 75 Hz 108.000 67.500 75.000 正 正

1280 × 960 60 Hz 108.000 60.000 60.000 正 正

1280 × 1024 60 Hz 108.000 63.981 60.020 正 正

1600 × 1200 60 Hz 162.000 75.000 60.000 正 正

解像度 ドットクロック
[MHz]

fH
[kHz]

fV
[Hz]

同期極性

水平 垂直

640 × 480 60 Hz 23.625 29.531 59.780 正 負

800 × 600 60 Hz 35.500 36.979 59.837 正 負

1024 × 768 60 Hz 56.000 47.297 59.870 正 負

1280 × 960 60 Hz 85.250 59.201 59.920 正 負

1600 × 1200 50 Hz 132.375 61.742 49.994 負 正

1600 × 1200 60 Hz 130.375 74.077 59.981 正 負

1360 × 768 50 Hz 69.500 39.489 49.922 負 正

1360 × 768 60 Hz 84.625 47.649 59.936 負 正

1360 × 768 60 Hz 72.000 47.368 59.960 正 負

1920 × 1080 50 Hz 141.375 55.572 49.975 負 正

1920 × 1080 60 Hz 138.625 66.647 59.988 正 負

1920 × 1200 50 Hz 158.000 61.719 49.975 負 正

1920 × 1200 60 Hz 154.125 74.099 59.999 正 負

1280 × 1024 60 Hz 91.000 63.194 59.957 正 負

1280 × 768 50 Hz 65.125 39.518 49.959 負 正

1280 × 768 60 Hz 80.125 47.693 59.992 負 正

1280 × 768 75 Hz 102.875 60.091 74.926 負 正

1280 × 768 60 Hz 68.250 47.396 59.995 正 負



寸法図 35 

DVI
DVI 入力信号範囲
垂直周波数：50.0 Hz ～ 85.1 Hz
水平周波数：31.5 kHz ～ 75.0 kHz
ドットクロック：25.175 MHz ～ 148.5 MHz
画サイズ、画位相：DE (Data Enable) 信号による自動判
別

寸法図

前面
別売スタンドSU-560を取り付けたとき

後面

＊M4ネジの長さ（4か所）

本体キャビネット

6～ 9

M4ネジ

取付物

※出荷時にM4× 12 のネジが取り付けられています。
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側面
別売スタンドSU-560を取り付けたとき

質量 約 8.5 kg（モニタースタンド未装着時）

AC アダプター

質量 約 1.2 kg

単位：mm
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